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県
民
待
望
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

G
」
が
七
月
七
日
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　

こ
れ
は
、
岐
阜
駅
周
辺
鉄
道

高
架
事
業
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
高
架
下
空
間
を
利
用
し

て
、
岐
阜
駅
を
県
都
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活
力
あ

る
快
適
で
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、
県
内
の
観
光
・
文
化
等

の
多
彩
な
地
域
資
源
を
国
内
外
に
情
報
発
信
し
、
P
R
す

る
た
め
の
中
核
施
設
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
岐
阜
県
が
整

備
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

商
店
街
は
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、

商
業
面
は
も
と
よ
り
地
域
の
伝
統
・

文
化
等
の
担
い
手
と
し
て
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
自
ら
も
地
域
の
発
展

に
合
わ
せ
て
成
長
し
て
き
た
。
そ
の

地
域
商
業
の
中
心
的
存
在
で
あ
る

商
店
街
が
今
、
衰
退
し
、「
ま
ち
」
を
も
巻
き
込
ん
だ
形

で
空
洞
化
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
岐
阜
県
は
勿
論
全
国

的
に
大
変
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
G
」（
ワ
ー
ル
ド
デ
ザ
イ
ン
シ
テ
ィ
・
G

I
F
U
）
の
オ
ー
プ
ン
は
、
県
民
が
待
ち
に
待
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
「
ま
ち
」
と
は
、
人
々
が
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す

る
と
と
も
に
、
集
い
、
住
み
、
働
き
、
交
流
す
る
場
で
あ

り
、
か
つ
商
業
施
設
が
高
密
度
で
集
積
し
て
い
る
所
で
も

あ
る
。

　

当
施
設
は
、
岐
阜
駅
周
辺
を
含
む
商
業
集
積
地
域
に
新

た
な
魅
力
・
活
力
・
賑
わ
い
を
も
た
ら
そ
う
と
ス
タ
ー
ト

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
。

　

開
発
内
容
は
、「
お
し
ゃ
れ
」「
健
康
」「
楽
市
楽
座
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
①
〔
匠
の
工
房
〕
国
内
外
か
ら
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
職
人
が
集
い
、「
創
作
」「
販

売
」「
情
報
発
信
」
の
三
つ
の
機
能
を
持
つ
、
世
界
で
も

は
じ
め
て
の
拠
点
施
設　

②
〔
楽
市

楽
座
〕
什
器
、
食
材
な
ど
可
能
な
限

り
県
産
品
を
使
用
す
る
な
ど
「
メ
イ

ド
イ
ン
・
ギ
フ
」
を
体
感
で
き
る
飲

食
物
販
売
施
設　

③
〔
マ
ー
ケ
ッ
ト

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
〕
ア
パ
レ
ル
製
品

の
売
れ
筋
情
報
に
詳
し
い
専
門
家

を
活
用
し
た
日
本
初
の
卸
売
り
マ
ー
ト　

④
〔
複
合
型
健

康
施
設
〕
様
々
な
風
呂
が
楽
し
め
る
温
泉
利
用
の
温
浴
施

設
・
会
員
制
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。

　

当
施
設
は
、
県
都
岐
阜
市
と
岐
阜
県
の
活
性
化
の
起
爆

剤
と
し
て
各
方
面
へ
の
相
乗
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
G
」

オ
ー
プ
ン

県
都
の
活
性
化
促
進

中
央
会
理
事
会
で
専
門
委
員
会
委
員
等
決
ま
る　

2

3

・

第　

回
全
国
大
会
の
岐
阜
県
要
望
事
項　
4

5

・

52
組
合
法
及
び
団
体
法
に
関
す
る
通
達
の
一
部
改
正
等　

3

海
外
駐
在
員
レ
ポ
ー
ト　

7

五
月
の
景
況
調
査　

6

組
合
等
の
動
き　

8

9

・

事
務
局
だ
よ
り　
　

二
○
○
○
年
暑
中
見
舞
広
告　
　

〜　

10

12

19
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専
務
理
事
が
各
議
案
の
説
明
を
行
い
、

各
議
案
と
も
承
認
さ
れ
た
。

　

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
選
任
は
、

中
央
会
の
選
任
規
程
に
基
づ
き
人
選

を
行
い
、梶
原
拓

岐
阜
県
知
事
ら

十
四
人
を
選
任

し
、今
後
の
中
央

会
活
動
な
ど
に
つ

い
て
助
言
・
指
導

を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

会
長
の
諮
問
機

関
で
あ
る
専
門
委

員
会
の
委
員
も
新

役
員
や
青
年
中

央
会
の
役
員
か
ら

総
合
・
金
融
税

制
・
商
業
・
技
術
・

労
働
・
情
報
の
六

専
門
委
員
会
に
よ

り
、各
専
門
分
野

に
関
す
る
諸
課
題

な
ど
に
つ
い
て
協

新役員で理事会を開催

専門委員会・部会メンバー決まる
全国大会要望事項とりまとめ

　

中
央
会
の
第　

回
通
常
総
会
で

45

新
役
員
が
選
ば
れ
、新
体
制
の
も
と

初
め
て
の
理
事
会
を
開
催
。理
事
会

で
は
辻
会
長
が
議
長
を
務
め
、森
本

　

中
央
会
は
六
月
二
十
二
日
、
県
民
文
化
ホ
ー
ル
未
来
会
館
で
新
役
員
改
選
後
、
初
め
て
の
『
理
事
会
』
を
開
催

し
た
。
理
事
会
の
議
題
は
①
顧
問
、
相
談
役
、
参
与
の
選
任
②
部
会
及
び
専
門
委
員
会
の
設
置
③
新
規
加
入
組
合

の
承
認
④
第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
の
要
望
事
項
と
り
ま
と
め
⑤
全
国
大
会
被
表
彰
者
の
推
薦－

の
五

52

議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。新

理
事
で
の
理
事
会
開
催

中
央
会
理
事
会

顧
問
・
相
談
役
・
参
与（
敬
称
略
）

〔
顧　

問
〕

　

▽
梶
原　

拓（
岐
阜
県
知
事
）

　

▽
田
口
淳
二
（
岐
阜
県
議
会
議

長
）

　

▽
井
上
孝
二
（
岐
阜
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
・
前
会
長
）

〔
相
談
役
〕

　

▽
新
家
武
彦
（
岐
阜
県
農
林
商
工

部
商
工
局
長
）

　

▽
川
島
秀
雄
（
岐
阜
県
繊
維
協

会
・
会
長
）

　

▽
足
立
幸
太
郎
（
社
団
法
人
岐
阜

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会
・
理
事
長
）

　

▽
籠
橋
久
衛
（
岐
阜
県
陶
磁
器
産

業
連
盟
・
会
長
）

　

▽
神
山
公
一
（
岐
阜
県
紙
業
連
合

会
・
会
長
）

　

▽
星
野
鉄
夫
（
岐
阜
県
機
械
金
属

協
会
・
会
長
）

　

▽
渡
辺
邦
彦
（
岐
阜
県
木
工
連
合

会
・
会
長
）

　

▽
武
藤
昭
三
（
岐
阜
県
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
工
業
組
合
・
顧
問
）

　

▽
安
江
政
弘
（
岐
阜
県
食
品
産
業

協
議
会
・
会
長
）

〔
参　

与
〕

　

▽
大
崎　

宏
（
商
工
中
金
・
岐
阜

支
店
長
）

　

▽
纐
纈
正
彦
（
岐
阜
県
信
用
保
証

協
会
・
理
事
長
）

議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

部
会
は
、事
業
協
同
組
合
な
ど
五

部
会
の
正
副
部
会
長
を
定
め
、専
門

委
員
会
で
と
ら
え
き
れ
な
い
組
合
種

類
別
の
諸
問
題
を
協
議
し
て
い
く
。

　

第　

回
全
国
大
会
の
要
望
事
項

52

取
り
ま
と
め
で
は
、二
十
一
要
望
を

提
出
し
、そ
の
要
望
事
項
を
七
月
六

日
に
開
催
さ
れ
た『
東
海
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
事
務
局
代
表
者
会
議
』へ
岐
阜

県
の
要
望
事
項（
四
・
五
頁
参
照
）と

し
て
提
出
し
た
。

　

ま
た
、辻
会
長
は「
七
月
四
日
か

ら
欧
州
産
業
視
察
団
を
中
央
会
と

し
て
派
遣
す
る
が
、そ
の
報
告
な
ど

は
次
の
理
事
会
な
ど
の
機
会
を
み
て

報
告
し
ま
す
」と
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

し
た
。

〔
総
合
専
門
委
員
会
〕

　

▽
担
当
専
務
理
事
＝
森
本
安
彦

　

▽
委
員
長
＝
�
橋
敏
博

　

▽
副
委
員
長
＝
松
野　

力
・
渡
邊

克
郎
・
澤
野
美
得

　

▽
委　

員
＝
中
村
茂
樹
、
横
山
清

各

専

門

委

員

会
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組
合
法
及
び
団
体
法
に
関
す
る

通
達
の
一
部
改
正

　

中
小
企
業
庁
は
五
月
三
十
日
、

「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
及
び
中

小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法

律
に
関
す
る
通
達
の
一
部
改
正
等

に
つ
い
て
」（
平
成
十
二
年
五
月
三

十
日
付
け
、平
成
十
二
年
四
月
七
日

企
庁
第
一
号
）を
各
通
商
産
業
局
長

及
び
各
都
道
府
県
知
事
に
通
達
し

た
旨
の
通
知
が
全
国
中
央
会
長
あ

て
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、「
地
方
分
権
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」（
平
成
十
一
年
法

律
第
八
七
号
）に
基
づ
き
、中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
及
び
中
小
企
業

団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
に
お

け
る
都
道
府
県
に
対
す
る
機
関
委

任
事
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
等
に

伴
い
、中
小
企
業
庁
長
官
通
達
で
、

従
来
の
通
達
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
と
し
、中
小
企
業
庁
経
営
支
援

部
長
通
達
で
、従
来
の
通
達
を
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
長
官
通
達
に
よ
り
、①「
事
業

協
同
組
合
の
価
格
調
整
事
業
の
指

導
に
つ
い
て
」（
昭
和
四
十
一
年
九

月
二
十
一
日
付
け
四
一
企
庁
第
一

三
六
七
号
）に
よ
っ
て
、従
来
の
事

業
協
同
組
合
の
価
格
協
定
に
関
し
、

所
管
行
政
庁
か
ら
中
小
企
業
庁
組

織
課
長
に
対
し
報
告
す
る
よ
う
求

め
て
い
た
部
分
が
削
除
さ
れ
、②

「
協
業
組
合
制
度
の
運
用
に
つ
い

て
」（
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
付

け
四
企
庁
第
二
五
一
号
）に
よ
っ
て
、

従
来
、協
業
組
合
に
つ
い
て
、都
道

府
県
知
事
が
通
商
産
業
大
臣
か
ら

委
任
を
受
け
て
い
た
権
限
を
行
使

し
た
と
き
に
通
商
産
業
大
臣
に
行

う
通
知
に
つ
い
て
、そ
の
写
し
を
主

務
大
臣
に
対
し
て
も
送
付
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
部
分
が
削
除
さ

れ
た
。

　

ま
た
、経
営
支
援
部
長
通
達
に
よ

り
、①
中
小
企
業
等
協
同
組
合
及
び

商
工
組
合
等
の
設
立
解
散
状
況
に

　

▽
委　

員
＝
岩
井
三
千
昭
・
服
部

�
・
下
平　

治
・
加
藤
幸
平
・
本
田
行

雄
・
楓　

和
夫
・
宮
嶋
孝
志

（
担
当　

調
査
労
働
チ
ー
ム
）

〔
情
報
専
門
委
員
会
〕

　

▽
担
当
副
会
長
＝
関　

道
朗

　

▽
委
員
長
＝
大
鹿
洪
司

　

▽
副
委
員
長
＝
老
田
正
夫
・
加
藤

進
・
松
野
幸
昌
・
加
藤　

潤
・
野
口
千

寿
雄
・
廣
瀬
隆
已
・
中
島
喜
昭
・
大
野

秀
穂
・
田
中
尚
夫

（
担
当　

管
理
調
整
チ
ー
ム
）

〔
金
融
税
制
専
門
委
員
会
〕

　

▽
担
当
副
会
長
＝
戸
島
一
博

　

▽
委
員
長
＝
角
田　

惇

　

▽
副
委
員
長
＝
後
藤
利
夫
・
川
島

誠
之
・
脇
田
一
夫

　

▽
委　

員
＝
越
智
昭
夫
・
土
井
宏

之
・
福
井
郁
夫
・
若
尾
芳
司
・
雁
部
音

吉
・
杉
山
正
裕
・
柴
田
卓
男
・
森
下　

治
・
金
津
洋
一

（
担
当　

組
織
指
導
チ
ー
ム
）

〔
商
業
専
門
委
員
会
〕

　

▽
担
当
副
会
長
＝
河
野
直
喜

　

▽
委
員
長
＝
北
川　

均

　

▽
副
委
員
長
＝
坂　

義
雄
・
永
井

泰
雄
・
松
尾
圭
造

　

▽
委　

員
＝
�
橋
國
夫
・
毛
利
静

雄
・
藤
垣　

孟
・
玉
木　

壽
・
西
村
嘉

康
・
堀　

克
己
・
森
本
正
司
・
山
岡
利

安

（
担
当　

広
報
振
興
チ
ー
ム
）

〔
技
術
専
門
委
員
会
〕

　

▽
担
当
副
会
長
＝
岡
本
太
右
衛
門

　

▽
委
員
長
＝
大
松
利
幸

　

▽
副
委
員
長
＝
戸
田
清
佐
・
今
井

實
郎
・
安
藤　

明
・
安
藤
日
出
武

　

▽
委　

員
＝
小
石
裕
司
・
玉
樹
成

三
・
北
村
正
敏
・
松
波
俊
宣
・
野
田
豪

一
・
畑
中
昌
平
・
牧
野
政
芳
・
田
口
日

出
生
・
小
島
基
弘

（
担
当　

組
織
指
導
チ
ー
ム
）

〔
労
働
専
門
委
員
会
〕

　

▽
担
当
副
会
長
＝
宮
地
吾
郎

　

▽
委
員
長
＝
岩
田
仲
雄

　

▽
副
委
員
長
＝
兼
松
誠
吾
・
小
西

輝
幸
・
青
木
貞
夫
・
籏　

政
廣

都
喜
男
・
�
木
雄
一

　

▽
委　

員
＝
竹
中
芳
弘
・
辻　

守

重
・
白
石
仲
七
・
滝　

多
賀
男
・
前
田

修
平
・
小
木
曽　

洋
・
和
田
繕
長
・
熊

崎　

宏
・
宇
佐
見　

潤

（
担
当　

情
報
企
画
チ
ー
ム
）

中

央

会

部

会

〔
事
業
協
同
組
合
部
会
〕

　

▽
部
会
長
＝
岩
井
三
千
昭

　

▽
副
部
会
長
＝
竹
中
芳
弘
・
森
本

正
司
・
土
井
宏
之

〔
信
用
組
合
部
会
〕

　

▽
部
会
長
＝
杉
山
正
裕

　

▽
副
部
会
長
＝
前
田
修
平

〔
企
業
組
合
部
会
〕

　

▽
部
会
長
＝
辻　

守
重

　

▽
副
部
会
長
＝
森
下　

治

〔
商
工
組
合
部
会
〕

　

▽
部
会
長
＝
小
木
曽　

洋

　

▽
副
部
会
長
＝
福
井
郁
夫

〔
協
業
組
合
部
会
〕

　

▽
部
会
長
＝
中
村
茂
樹

　

▽
副
部
会
長
＝
楓　

和
夫

〔
商
店
街
振
興
組
合
部
会
〕

　

▽
部
会
長
＝
越
智
昭
夫

　

▽
副
部
会
長
＝
北
川　

均

　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
の
活
性
化

等
の
た
め
の
中
小
企
業
関
係
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
中
小

企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

（
第
十
八
条
〜
三
十
条
、
三
十
二
条

等
）
に
お
け
る
商
工
組
合
の
行
う
安

定
・
合
理
化
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
。

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
公

布
、平
成
十
二
年
三
月
二
日
施
行
。

つ
い
て
中
小
企
業
庁
に
対
し
報
告

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
通
達（
昭

和
五
十
五
年
三
月
二
十
六
日
付
け

五
五
企
庁
第
二
六
三
号
）及
び
②
事

業
協
同
組
合
等
の
模
範
定
款
例
を

定
め
て
い
た
通
達（
平
成
三
年
六
月

十
二
日
付
け
三
企
庁
第
一
三
六
二

号
）が
廃
止
さ
れ
た
。

中
小
企
業
組
合
関
係
法
令
の
一
部
改
正
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〔
総
合
部
門
〕

一
、中
小
企
業
対
策
及
び
組
織
化
対
策
予

算
に
つ
い
て

　

わ
が
国
経
済
は
、情
報
通
信
関
連
を
中

心
に
設
備
投
資
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

ら
れ
る
な
ど
、自
立
的
回
復
に
向
け
た
動
き

が
徐
々
に
現
れ
て
い
る
も
の
の
、個
人
消
費

が
低
迷
し
、失
業
率
も
高
水
準
で
推
移
す

る
な
ど
、先
行
き
不
透
明
感
が
い
ま
だ
払
拭

さ
れ
て
お
ら
ず
、特
に
、中
小
企
業
は
、引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

  
こ
の
た
め
、中
小
企
業
が
健
全
な
発
展
を

遂
げ
る
た
め
に
は
自
助
努
力
は
勿
論
で
あ

る
が
、平
成
十
三
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ

て
は
、次
の
項
目
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
。

　

①　

中
小
企
業
対
策
予
算
に
つ
い
て
＝
中

小
企
業
が
新
中
小
企
業
基
本
法
の
下
で
、経

営
革
新
や
創
業
、新
規
事
業
の
創
出
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、わ
が
国
経
済
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
の
源
泉
と
し
て
の
役
割
を
現
実
に
果

た
し
て
い
く
た
め
に
は
、国
等
の
キ
メ
細
か

な
配
慮
と
財
政
的
裏
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

中
小
企
業
が
こ
の
よ
う
な
下
で
、経
営
革
新

や
創
業
、新
規
事
業
の
創
出
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、発
展
基
盤
の
形
成
・
強
化
を
図
ろ

う
と
す
る
中
小
企
業
へ
の
強
力
な
支
援
を

は
じ
め
、中
小
企
業
施
策
の
抜
本
的
な
強
化

を
図
る
た
め
、中
小
企
業
対
策
予
算
の
大
幅

な
増
額
を
図
る
こ
と
。

　

②　

組
織
化
対
策
と
中
央
会
指
導
体
制

に
つ
い
て
＝
産
業
構
造
の
急
速
な
変
化
等
に

よ
り
増
大
す
る
中
小
企
業
の
組
織
化
ニ
ー

ズ（
緩
や
か
な
連
携
を
含
む
。）に
対
応
す
る

た
め
、組
織
化
対
策
予
算
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
、中
小
企
業
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
中
央
会
指
導
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
の
充
実
の
ほ
か
、組

織
化
政
策
の
推
進
の
核
と
な
っ
て
い
る
中
央

会
が
そ
の
指
導
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
る

よ
う
万
全
の
措
置
を
図
る
こ
と
。

二
、中
小
企
業
組
合
士
の
地
位
向
上
に
つ
い

て
　

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
が
、昭
和

四
十
九
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る「
中
小
企

業
組
合
士
制
度
」は
、組
合
事
務
局
の
資
質

向
上
を
図
る
と
と
も
に
中
小
企
業
組
合
の

活
力
あ
る
発
展
と
企
業
の
育
成
に
寄
与
し

て
い
る
。　

し
か
し
、国
認
定
の
資
格
制
度

に
比
べ
社
会
的
地
位
も
低
く
、現
下
の
厳
し

い
経
済
環
境
の
中
で
、中
小
企
業
者
が
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、組
合
組
織
が
果
た
す

役
割
も
極
め
て
高
く
、組
合
士
の
役
割
は
大

き
な
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、中
小
企
業
組
合
士
の
社
会
的

地
位
と
資
質
向
上
並
び
に
組
合
士
制
度
促

進
の
た
め
、「
中
小
企
業
組
合
士
制
度
」を

国
の
認
定
制
度
に
す
る
と
と
も
に
、中
小
企

業
大
学
校
等
の
組
合
士
研
修
の
単
独
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
制
度
化
す
る
こ
と
。

 
〔
組
織
部
門
〕

一
、中
小
企
業
連
携
組
織
対
策
の
強
化
に
つ

い
て

　

商
工
組
合
の
カ
ル
テ
ル
事
業
の
廃
止
に
伴

い
、商
工
組
合
制
度
が「
社
会
的
に
一
層
積

極
的
な
対
応
が
要
請
さ
れ
つ
つ
あ
る
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
等
の
問
題

に
対
し
て
業
界
ご
と
の
円
滑
な
取
り
組
み

の
推
進
役
と
し
て
の
役
割
」な
ど
に
シ
フ
ト

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
、商
工
組
合
が
新
た
な
役
割
を
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、商
工
組
合
へ
の
支
援

施
策（
調
査
・
研
究
・
研
修
・
事
業
化
等
）な

ど
を
一
層
充
実
す
る
こ
と
。

　
〔
金
融
部
門
〕

一
、中
小
企
業
金
融
対
策
に
つ
い
て

　

政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
貸
付
制

度
に
つ
い
て
、貸
付
資
金
量
を
十
分
に
確
保

す
る
と
と
も
に
、貸
付
枠
の
拡
大
、貸
付
金

利
の
引
き
下
げ
、返
済
期
間
の
延
長
、無
担

保
貸
付
制
度
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
景
気
が

確
実
に
安
定
軌
道
に
乗
る
ま
で
、き
め
細
か

な
中
小
企
業
金
融
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、信
用
補
完
制
度
に
つ
い
て

　
「
中
小
企
業
金
融
安
定
化
特
別
保
証
制

度
」に
よ
り
、借
り
入
れ
た
企
業
の
返
済
期

間
が
到
来
し
、長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
、

な
お
返
済
不
能
の
企
業
も
多
く
、返
済
期

間
及
び
取
扱
期
間（
平
成
十
三
年
三
月
三

十
一
日
）を
さ
ら
に
延
長
す
る
と
と
も
に
、

保
証
料
率
の
引
き
下
げ
、無
担
保
保
証
枠
の

拡
大
な
ど
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　
〔
税
制
部
門
〕

一
、パ
ソ
コ
ン
減
税
の
継
続
に
つ
い
て

　

平
成
十
一
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た「
特

定
情
報
通
信
機
器
の
即
時
償
却
」（
パ
ソ
コ
ン

減
税
）は
、中
小
企
業
の
情
報
通
信
機
器
導

入
に
際
し
、効
果
を
上
げ
て
い
る
。今
後
、更

な
る
Ｉ
Ｔ
革
命
に
対
応
す
る
た
め
に
も
同

特
別
措
置（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）

を
さ
ら
に
延
長
す
る
と
と
も
に
、対
象
機
器

の
拡
大
並
び
に
取
得
価
額
の
限
度
額（
現
行

百
万
円
未
満
）を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

二
、技
術
研
究
組
合
等
に
対
す
る
支
出
金

の
特
別
償
却
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
組
合
等
の
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
に
は
、新
技
術
・
新
商
品
を
開

発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
技
術
研
究
用
資
産
取
得
の
た
め
の

費
用
又
は
負
担
金
を
支
出
し
た
場
合
に
は
、

支
出
時
に
損
金
又
は
必
要
経
費
に
算
入
で

き
る
措
置
に
つ
い
て
、平
成
十
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
適
用
期
間
を
さ
ら
に
延
長

す
る
こ
と
。

三
、中
小
企
業
税
制
の
一
層
の
充
実
に
つ
い

て
　

中
小
企
業
が
現
在
の
閉
塞
状
況
を
打
破

し
、　

世
紀
に
向
け
て
経
営
基
盤
の
強
化
と

21
活
力
と
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

次
に
よ
り
、一
層
の
税
負
担
の
軽
減
等
を
図

る
こ
と
。

　

①　

法
人
事
業
税
へ
の
外
形
標
準
課
税

導
入
の
反
対
＝
原
則
と
し
て
所
得
を
課
税

標
準
と
す
る
現
行
制
度
か
ら
外
形
課
税
標

準
へ
の
切
り
換
え
は
、業
種
、企
業
規
模
や

地
域
間
で
税
負
担
の
大
幅
な
変
動
が
生
じ

る
恐
れ
が
極
め
て
大
き
い
。ま
た
、事
業
活

動
価
値
の
か
な
り
の
部
分
を
賃
金
、固
定
資

産
等
が
占
め
る
こ
と
か
ら
、企
業
の
雇
用
や

投
資
活
動
に
抑
制
的
に
作
用
し
、経
済
活

力
を
削
ぐ
恐
れ
が
あ
る
と
共
に
、給
与
総

額
、支
払
利
子
や
賃
借
料
の
範
囲
・
基
準
に

よ
っ
て
は
資
料
作
成
が
新
た
に
必
要
と
な
っ

て
企
業
の
納
税
事
務
負
担
が
増
大
し
、税
制

が
目
指
す「
簡
素
」に
逆
行
す
る
な
ど
、現

下
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と

な
り
、外
形
標
準
課
税
導
入
は
行
わ
な
い
こ

と
。

　

②　

固
定
資
産
税
の
税
率
の
引
き
下
げ

＝
固
定
資
産
税
の
負
担
水
準
の
引
き
下
げ

は
、平
成
十
二
年
度
評
価
替
え
に
伴
い
、宅

地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
見
直
し
を
行
っ
た

が
、課
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、負
担
水
準

の
バ
ラ
ツ
キ
を
解
消
す
る
た
め
、負
担
水
準

の
高
い
宅
地
の
税
負
担
を
抑
制
し
つ
つ
、負

担
水
準
の
均
衡
化
を
促
進
す
る
措
置
を
平

成
九
年
度
評
価
替
え
に
引
き
続
き
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、更
な
る
引
き
下

げ
を
図
る
こ
と
。

　

③　

道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
つ

い
て
＝
道
路
は
住
民
生
活
に
直
結
し
た
最

も
基
本
的
な
施
設
で
あ
り
、遅
れ
て
い
る
地

方
の
道
路
整
備
、ま
た
、地
方
は
も
と
よ
り

大
都
市
の
生
活
・
経
済
を
支
え
る
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
地
方
の
道
路
整
備
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、政
府
の
税
制
調
査
会
で「
道
路

特
定
財
源
諸
税
を
一
般
財
源
化
す
べ
き
」

と
側
聞
し
て
い
る
が
、道
路
特
定
財
源
の
一

般
財
源
化
を
す
る
こ
と
な
く
、地
方
の
道
路

整
備
財
源
を
充
実
、強
化
を
さ
ら
に
図
る
こ

と
。

　
〔
近
代
化
・
高
度
化
部
門
〕

一
、高
度
化
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て

　

①　

時
代
の
変
化
が
激
し
い
現
状
に
お
い

て
、現
行
制
度
で
は
、計
画
し
て
か
ら
貸
付

実
行
ま
で
に
三
年
を
要
し
、借
入
時
に
は
実

態
に
合
わ
な
い
場
合
が
多
々
あ
る
。し
た

が
っ
て
、事
前
着
工
範
囲
の
拡
大
、手
続
き
の

簡
素
化
等
、早
期
貸
付
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

　

②　

貸
付
利
率
の
引
き
下
げ
を
図
る
こ

と
。現
行
は
、原
則
と
し
て
二
・
七
％
、但
し
、

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
貸
付

に
つ
い
て
は
二
・
一
％
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い

る
。

　
〔
流
通
部
門
〕

一
、取
引
慣
行
に
つ
い
て

　

公
正
競
争
・
取
引
を
阻
害
す
る
不
当
廉

売
や
過
大
広
告
及
び
大
型
小
売
店
舗
等
に

よ
る
不
公
平
な
取
引
慣
行（
優
越
的
地
位
の

乱
用
）に
よ
っ
て
、中
小
企
業
の
経
営
を
圧
迫

す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、公
正
取
引
委
員
会
は
実
態

を
十
分
に
把
握
し
、厳
重
か
つ
積
極
的
な
監

視
を
行
う
な
ど
、適
切
な
措
置
を
図
る
こ
と
。

第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
に
際

52
し
て
の
国
等
に
対
す
る
業
界
要
望
事
項



2000 年（平成 12 年）7月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 489 号（５）

二
、大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
つ
い
て

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
施
行（
平

成
十
二
年
六
月
一
日
）に
あ
た
っ
て
は
、中

心
市
街
地
の
活
性
化
並
び
に
地
域
の
街
づ

く
り
等
の
視
点
に
立
ち
、中
小
商
業
の
役
割

が
十
分
に
機
能
す
る
よ
う
に
地
域
の
実
情

に
即
し
た
柔
軟
か
つ
適
切
な
運
用
を
図
る

こ
と
。

三
、中
小
小
売
商
業
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

　

景
況
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、中
心
商
店
街
の
現
状
は
、郊
外
大

規
模
店
の
進
出
に
よ
り
、空
洞
化
が
一
層
進

み
、大
変
厳
し
い
現
状
に
あ
る
。

　

魅
力
の
あ
る
商
店
街
・
商
業
集
積
づ
く
り

推
進
の
た
め
の
支
援
策
の
一
層
の
強
化
と
、

空
洞
化
す
る
中
心
市
街
地
の
商
業
機
能
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
抜
本
的
か
つ
総
合

的
な
中
小
小
売
商
業
振
興
及
び
活
性
化
対

策
を
講
ず
る
こ
と
。

四
、原
産
地
表
示
の
徹
底
に
つ
い
て

　

家
庭
用
品
品
質
表
示
法
並
び
に
不
当
景

品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
で
は
事
業
者

に
対
し
、「
成
分
・
性
能
・
用
途
・
原
産
国
等
」

の
品
質
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
安
い
繊

維
製
品（
ボ
リ
ュ
ー
ム
品
）や
陶
磁
器
製
品

等
の
輸
入
増
加
に
よ
り
国
内
繊
維
・
陶
磁
器

製
品
等
の
受
注
が
激
減
し
て
い
る
。ま
た
、

輸
入
繊
維
・
陶
磁
器
製
品
等
の
中
に
は
原
産

地
表
示
が
明
確
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、消
費
者

に
は
判
別
し
が
た
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、輸
入
業
者
に
対
し
、輸
入
繊

維
製
品
や
陶
磁
器
製
品
等
の
原
産
地
表
示

を
徹
底
す
る
よ
う
国
に
お
い
て
指
導
す
る
こ

と
。ま
た
、国
内
製
品
の
需
要
確
保
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

　
〔
労
働
部
門
〕

一
、高
齢
者
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
の
中
で
、今

後
と
も
経
済
社
会
の
活
力
を
維
持
、発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、高
齢
者
の
高
い
就

業
意
欲
が
活
か
さ
れ
、そ
の
有
す
る
能
力
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

と
な
る
。高
齢
者
の
雇
用
の
現
状
が
依
然
と

し
て
厳
し
く
、今
後
六
十
歳
以
上
の
労
働
人

口
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、高
齢
者
の
雇
用
機
会
の
確
保
が
一

層
重
要
と
な
る
。こ
の
た
め
、高
年
齢
労
働

者
の
持
つ
能
力
を
積
極
的
に
活
用
し
て
新

た
な
事
業
を
検
討
・
実
施
し
よ
う
と
す
る

企
業
に
対
し
て
の
支
援
策
の
拡
充
強
化
を

図
る
こ
と
。

　

特
に
、高
齢
者
に
対
す
る
創
業
支
援
策
で

あ
る「
高
年
齢
者
共
同
就
業
機
会
創
出
助

成
金
」は
、単
年
度
助
成
事
業
で
あ
り
、そ
の

支
給
対
象
者
の
条
件
の
一
つ
に「
法
人
の
設

立
登
記
の
日
以
降
六
カ
月
以
上
、事
業
を

営
ん
で
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
」と
あ
り
、

平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
法
人
の

設
立
登
記
を
行
っ
た
事
業
主
ま
で
が
対
象

と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、平
成
十
二
年
十
月
一
日
以
降

法
人
の
設
立
登
記
を
し
た
事
業
主
も
対
象

と
な
る
よ
う
、更
に
平
成
十
三
年
度
も
引

き
続
き
対
象
年
度
と
な
る
よ
う
、そ
の
延
長

を
図
る
こ
と
。

二
、人
材
の
能
力
開
発
対
策
に
つ
い
て

　

専
門
知
識
、技
術
等
、労
働
者
に
求
め
ら

れ
て
い
る
職
業
能
力
が
多
様
化
し
て
い
る
現

状
に
対
応
す
る
た
め
、職
業
訓
練
機
関
の
充

実
、能
力
開
発
に
係
る
企
業
並
び
に
労
働

者
個
人
の
取
り
組
み
等
、人
材
の
活
性
化
へ

の
支
援
策
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、多
く
の

就
労
者
に
職
業
訓
練
機
関
が
あ
る
こ
と
を
、

よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
、さ
ら
な
る
拡

充
強
化
を
図
る
こ
と
。

三
、研
修
生
か
ら
移
行
し
た
外
国
人
実
習

生
に
対
す
る
社
会
保
険
、労
働
保
険
の
適

用
緩
和
に
つ
い
て

  
外
国
人
研
修
生
が
全
国
的
に
受
入
さ
れ

て
い
る
な
か
、現
在
、研
修
生
よ
り
実
習
生

に
移
行
す
る
と
事
業
主
と
雇
用
契
約
を
結

び
、社
会
保
険
、労
働
保
険
の
掛
け
金
は
、

事
業
主
と
実
習
生
が
負
担
し
て
い
る
が
、事

業
主
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、そ
の
負
担
の
軽
減
措
置
を

図
る
こ
と
。

　
〔
情
報
化
部
門
〕

一
、組
合
等
情
報
化
促
進
施
策
の
充
実
に
つ

い
て

　

大
競
争
時
代
に
突
入
し
、構
造
改
革
を

求
め
ら
れ
て
い
る
日
本
経
済
の
中
で
、中
小

企
業
の
経
営
環
境
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。こ
の
厳
し
い
情
勢
の
中
で
、中
小
企
業
は

経
営
効
率
の
更
な
る
向
上
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、新
製
品
開
発
の
強
化
等
、新
し
い
経
営

戦
略
へ
の
取
り
組
み
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
営
戦
略
に
は
、組
合
を
中
心

と
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
等
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・
通
信
等
の
高
度
利
用
を
必
要
と

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、次
の
項
目
を
は
じ
め
と
す
る

組
合
等
情
報
化
助
成
策
の
一
層
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
。

　

①　

組
合
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
事
業

の
う
ち
で
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
取
得
費
を
補
助

対
象
に
加
え
る
こ
と
。

　

②　

中
小
企
業
の
情
報
化
を
促
進
す
る

対
策
の
一
環
と
し
て
、組
合
の
情
報
化
を
促

進
す
る
た
め
、組
合
が
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等

情
報
関
連
機
器
の
導
入
に
対
し
助
成
金
制

度
を
設
け
る
こ
と
。

　

③ 
中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強
化
支

援
事
業
は
、組
合
・
中
小
企
業
等
の
利
用

ニ
ー
ズ
が
高
い
。今
後
、組
合
・
中
小
企
業
等

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
円
滑
か

つ
有
効
に
情
報
発
信
す
る
た
め
に
は
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
の
運
用
管
理
、資
金
負
担
な
ど

不
足
す
る
要
素
が
大
き
く
、現
在
の
中
央

会
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て

い
る
。ま
た
、中
央
会
が
こ
れ
ら
の
組
合
等
の

情
報
発
信
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
た
め
に
は
、中
央
会
自
身
が
サ
ー
バ
を
保

有
し
、こ
れ
ら
組
合
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

一
元
管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、中
小
企
業
情
報
創
造
発
信
強
化

支
援
事
業
に
お
け
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
レ
ン
タ

ル
料
の
補
助
対
象
期
間
の
打
ち
切
り
が
検

討
さ
れ
て
い
る
と
側
聞
す
る
が
、本
事
業
が

軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
現
状
に
あ
り
、当
分

の
間
継
続
す
る
こ
と
。

　
〔
そ
の
他
部
門
〕

一
、廃
棄
物
の
資
源
化
に
係
る
補
助
金
に
つ

い
て

　

環
境
負
荷
の
軽
減
対
策
が
地
球
規
模
の

課
題
と
な
り
、廃
棄
物
問
題
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、廃
棄
物
の
資
源
化
、リ

サ
イ
ク
ル
が
組
合
事
業
と
し
て
も
広
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、金
属
業
界
に
お
い
て
は
、こ
の
こ

と
に
努
力
を
重
ね
、今
年
四
月
よ
り
刃
物
の

研
磨
ス
ラ
ツ
ジ（
年
間
一
千
二
百
ｔ
）を
一

千
六
百
℃
以
上
に
昇
温
可
能
な
電
気
炉
で

溶
解
し
、製
鋼
・
一
定
の
形
状
の
製
品（
建
設

資
材
路
盤
材
等
）に
す
る
べ
く
展
開
中
で
あ

る
。

　

つ
い
て
は
、各
業
界
組
合
が
取
り
組
む
廃

棄
物
の
資
源
化
事
業
等
に
対
す
る
補
助
金

等
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

二
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て

　

近
年
の
情
報
化
の
急
激
な
進
展
に
よ
り

多
く
の
業
種
で
、電
子
商
取
引
が
開
始
さ
れ
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
コ
マ
ー
ス（
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
消
費
者
と
の
直
接
取
引
）に
取
り
組
む
事

業
者
も
急
増
し
て
る
。し
か
し
、こ
れ
ら
の

商
法
は
製
造
業
者
が
直
接
消
費
者
に
販
売

す
る
行
為
で
あ
り
、今
ま
で
の
流
通
の
一
翼

を
担
っ
て
き
た
卸
・
小
売
業
を
中
抜
き
す
る

販
売
方
法
で
あ
る
。特
に
、家
電
業
界
に
お

い
て
は
、大
手
メ
ー
カ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
消
費
者
ダ
イ
レ
ク
ト
販
売
を
開
始

し
、地
域
家
電
店
は
存
亡
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ル
ー
ル
又
は
規
制
無
き
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
が
各
種
業
界
に
拡
大
す

れ
ば
、過
当
競
争
の
激
化
、業
界
秩
序
の
崩

壊
を
招
く
こ
と
と
な
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
に
対
す
る
ル
ー
ル
作
り
及
び
一
定
の

規
制
等
法
整
備
を
図
る
こ
と
。

三
、外
国
人
研
修
生
の
受
け
入
れ
人
数
枠

の
拡
大
に
つ
い
て

　

現
行
の
外
国
人
研
修
生
受
入
制
度
に
お

け
る
受
入
人
数
は
、従
業
員
三
人
か
ら
五

十
人
の
企
業
で
最
大
受
入
人
数
は
三
人
と

な
っ
て
お
り
、企
業
規
模
に
応
じ
た
受
け
入

れ
と
な
っ
て
い
な
い
。こ
の
た
め
、受
入
企
業

の
中
に
は
、多
く
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る

た
め
、分
社
化
に
よ
っ
て
多
く
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
る
企
業
も
あ
る
や
に
側
聞
し
て

い
る
。

　

よ
っ
て
、企
業
規
模
に
応
じ
た
受
入
人
数

と
す
る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

四
、中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
の
弾
力

的
な
運
用
に
つ
い
て

　

中
小
企
業
の
新
た
な
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
施
策
と
し
て
平
成
十
一
年
度
に「
中

小
企
業
経
営
革
新
支
援
法
」が
創
設
さ
れ

た
が
、そ
の
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は

「
計
画
」の
承
認
条
件
と
し
て
、現
行
は
付
加

価
値
率（
年
二
・
九
％
、五
年
間
で
一
五
％
）

の
伸
び
率
が
計
画
の
承
認
条
件
と
な
っ
て
い

る
が
、事
業
計
画
な
ど
の
妥
当
性
を
考
慮
し

計
画
承
認
の
弾
力
的
運
用
を
図
る
こ
と
。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（5月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

5月景況調査

が
多
い
。当
月
も
例
年

と
同
様
な
推
移
と
な

り
、観
光
産
業
は
売
上

増
加
、製
造
業
や
建
設

業
な
ど
で
は
売
上
・
受

注
の
減
少
傾
向
が
見

ら
れ
、総
合
的
に
も
低

景
況
感
が
一
段
と
下
降

八
月
は
一
部
に
好
転
予
想

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
五
月
の
特
色
』と『
八
月
ま

で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
五
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小

企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
が
一
段
と
下
降
②

低
価
格
化
が
依
然
進
行
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

五
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
前
月
比
3
ポ
イ

ン
ト
悪
化
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

26

て
い
る
。例
年
五
月
は
、連
休
、観
光
シ
ー
ズ
ン
、

夏
物
へ
の
切
り
替
え
、公
共
工
事
の
端
境
期
な

ど
の
要
因
が
あ
り
、需
要
の
増
減
が
分
か
れ
る

が
、総
合
す
る
と
、前
月
比
下
降
と
な
る
場
合

調
気
味
の
横
這
い
で
推
移
し
て
い
る
。

　

業
種
別
に
見
る
と
、好
転
業
種
は
観
光
シ
ー
ズ
ン

で
堅
調
が
続
い
た
の
が
高
山
旅
館
。ま
た
、前
年
比

景
況
感
の
悪
化
が
強
い
の
は
木
材
・
木
製
品
、食
料

品
、窯
業
・
土
石
、商
店
街
、繊
維
・
同
製
品
で
あ
る
。

　
〔
八
月
ま
で
の
見
通
し
〕八
月
ま
で
の
景
気
動

向
予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、当

20

月
実
績
に
対
し
6
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
予
想
が
さ

れ
て
い
る
。顕
著
な
動
向
は
、一
般
機
器
が
低
調
、

停
滞
か
ら
好
転
し
て
い
る
こ
と
と
、ギ
フ
ト
、夏

物
商
品
の
季
節
需
要
の
一
部
に
好
転
予
想
が
あ

げ
ら
れ
る
。

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種
→△▲▲▲プ ラ ス チ ッ ク
→△▲▲△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△▲▲モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△▲窯 業 原 料
→△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲△△石　 　 灰
→△△▲▲生　 コ　 ン
→▲▲▲▲砂 利 生 産
→▲▲▲▲砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
→▲▲△△刃物等金属製品 （内需） 
→▲△▲▲メ　 ッ　 キ
→△△△△機 械 金 属

→△△△△金　 　 型

→△▲▲▲機械工具・工作機械
→△▲▲▲電 気 機 械 器 具
→△△△△輸 送 機 器
→△△△△各種物産品（観　 光）

→▲△▲▲各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△△△総 合 卸 売 業
→△△△△青　 　 果
→△△△△水　 産　 物

→△△△△家 電 機 器 販 売
→△▲▲▲メ ガ ネ 販 売
→△△△△中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△豆 腐 製 造
→▲▲△○食 肉 （ 国 産 ）
→△▲△△菓　 　 子

→△△○○米　 　 菓
→▲▲▲▲酒　 　 造
→△▲○○米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→△△△△織 物 染 色
→▲▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲△△▲毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→△△○○ニ ッ ト 雑 貨
→△△▲▲靴　 　 下
→▲△▲▲メ ン ズ ア パ レ ル
→△△△△婦 人 ・ 子 供 服
－－－－－縫　 　 製
→▲△▲▲製　 　 材
→▲▲▲▲銘　 　 木
→△△△△集　 成　 材
→△△○○家 具 （ 美 濃 ）
→▲△▲▲家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△▲△△特　 殊　 紙
→▲▲▲▲紙　 加　 工
→△▲△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△石 油 製 品 販 売
→△△△○共 同 店 舗
→△△△△岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→▲△△○多 治 見 市 商 店 街
→△○○○恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△▲▲車 体 整 備
→△△▲△タ イ ヤ 整 備
→△△△○長 良 川 畔 旅 館
→△○○○下 呂 温 泉 旅 館
→○○○○高 山 旅 館
→△△△△ク リ ー ニ ン グ
－－－－－広 告 美 術

→△△○○情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△映 像 制 作
→△△△△飲　 食　 業
→△△▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→△△▲－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
－－－－－電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→▲△▲▲建 築 板 金
→▲△▲△建　 　 具

→△△○△産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）



2000 年（平成 12 年）7月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 489 号（７）

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

香港サイバーポート
岐阜県香港駐在員　野原　英一

はじめに
　最近の統計によると、90 年代に入ってから世界的に
貧富の格差が拡大する傾向にあり、ITの進展が更に拍
車をかけるといわれている。東南アジア各国もIT 分野
で先行するインド、マレーシア、シンガポールを始め情
報技術のキャッチアップに腐心している。先頃には経済
危機から完全には立ち直っておらず、ITの観点から立
ち後れた感のあるタイでも、ビーチリゾートで有名なプー
ケットをサイバー都市にする構想が持ち上がり、注目を
集めたところである。一方香港の ITの状況はというと、
「国際金融都市」「国際物流のハブ」といったイメージと
は裏腹に周辺諸国と比較して遅れていた。香港は自由
経済を旨とし、政府が経済に介入することは最小限で
あり、そのことが周辺諸国のようなITプロジェクトがな
かった一因でもあった。

サイバーポート計画の目的
　香港サイバーポートは、遅れていた IT 分野で香港を
国際的に優位なものとするため約1年半前に明らかにさ
れた政府・民間（パシフィックセンチュリーグループ）共
同開発のマルチメディア都市建設計画である。既に香
港島南西部ポクフラム地内にある政府所有地で基礎工
事が始まっている。香港政府はこのプロジェクトにより、
情報産業分野で情報技術（IT）と情報サービス（IS）の
戦略的な核の創造と人的能力の集積を短期的に図るこ
とを目論んでいる。

サイバーポートの内容
　総面積 26 万平方メートルの敷地に2007 年までにハ
イテク産業基地としてオフィスのほか、店舗、住宅、教育、
レジャー施設などが建設される。サイバーポートには、多
国籍企業の誘致と海外からの優秀な技術者獲得のた
め、ハイクォリティーな環境が提供され、オフィスは衛星、
ケーブルなど高速情報通信網を始めとした ITマルチメ
ディア産業に必要なインフラが全て備えられたとものと
なる予定である。その他に共用施設として、
（1）コンテンツセンターとサイバー図書館
（2）マルチメディアラボ施設
（3）会議場
（4）大学・研究期間との交流施設
（5）支援機構オフィス(会計事務所、法律事務所、金融

機関など )、商業スペース

などが予定されている。
  サイバーポート内のテナント企業は、中～大規模企業
が 30社、中小企業100社が予定されている。入居予定
の多国籍企業として15 社が既に発表されている
（ヒューレット・パッカード、華為、IBM、オラクル、サイベー
ス、ヤフー、パシフィック・コンバージェンス、ソフトバンク、
Cisco、CMGI、Legend、Microsoft、Portal、Silicon 
graphics、光通信）。

効果について
　サイバーポートは、完成後には国際情報技術サービ
スのハブ、マルチメディア情報の一大集積地となる。そ
こでは、情報・通信産業などの高付加価値サービス産
業が成長し、12,000 人もの技術者が働く場となる。技術
者は香港のみでなく海外と中国本土から集められ、スペ
シャリスト集団が形成される。人的・地域的交流により地
元への技術移転、産業全体への波及効果なども見込ま
れる。

終わりに
　サイバーポート計画は、発表された当初全体面積に
占めるハイテク以外の部分、分譲住宅やサービス施設
などの面積が多いことから、ハイテク基地建設を隠れ蓑
にした不動産開発プロジェクトに過ぎないという批判が
あったが、香港政府は抗議をはねつけ事業を進行して
いる。順調にいけば 2001 年末に第 1期工事が終了し、
テナント企業の入居が始まる。そして2003年末までには
オフィス部分全体が完成しサイバーポートの全機能が
動き出す予定である。完成後は実際にどのような内容に
なり、そこからどのような技術・産業が生み出されるのか
興味深いところである。

香港サイバーポートの完成図
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岐
阜
県
が
開
発
を
担
当
、
森
ビ
ル

都
市
企
画
が
運
営
主
体
の
公
設
民

営
方
式
の
『
ワ
ー
ル
ド
デ
ザ
イ
ン
シ

テ
ィ
・
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ（
愛
称
・
ア
ク
テ
ィ

ブ
Ｇ
）』が
七
月
七
日
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅

高
架
下
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ
は
、
岐
阜
駅
に
県

都
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な

賑
わ
い
・
活
力
を
生
み
出
す
目
的
で

企
画
さ
れ
、三
階
建
て
構
造
、延
べ
床

面
積
三
万
三
千
�
。
同
施
設
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
工
房「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
工
房
」、
ア
パ
レ
ル
卸
メ
ー
カ
ー

「
レ
ッ
プ
マ
ー
ト
」（
八
月
二
十
二
日
に

開
業
）、食
品
販
売
・
飲
食「
楽
市
楽

座
」、
健
康
施
設
「
フ
ラ
イ
ツ
ァ
イ
ト

岐
阜
」
の
四
本
か
ら
な
る
複
合
施
設

が
完
成
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
に
は
、関
係
者

や
招
待
者
ら
約
二
百
五
十
人
が
出

席
し
、
梶
原
知
事
は
「　

世
紀
の
街

21

が
で
き
あ
が
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
、
駅

前
か
ら
柳
ケ
瀬
へ
と
広
げ
、
岐
阜
市

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。ま
た
、
七
月
七
日
は
県

都
再
生
の
ス
タ
ー
ト
の
日
だ
っ
た
と

皆
さ
ん
も
言
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

中
央
会
と
岐
阜
県
地
域
情
報
化

産
業
懇
話
会
が
主
催
す
る『
欧
州
産

業
視
察
』の
結
団
式
が
六
月
十
二
日
、

サ
ン
ピ
ア
岐
阜
で
行
わ
れ
た
。

　

視
察
は
、七
月
四
日
か
ら
九
日
間
、

イ
ギ
リ
ス・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

済
と
Ｉ
Ｔ
革
命
の
現
状
を
学
び
、海
外

と
直
結
し
た
企
業
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
に
視
察
団
を
結
成
し
た
。

　

辻
正
中
央
会
会
長
が
団
長
を
務

ア
ク
テ
ィ
ブ
G
・
一
出
展
者

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
完
成

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
加
工
施
設

　

岐
阜
県
清
掃
事
業
協
同
組
合
（
橋

本
敏
春
理
事
長
）
が
、
輪
之
内
町
で

建
設
し
て
い
た
『
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
』
が
六
月
八
日
に
完
成
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
再
生
加

工
す
る
施
設
で
、
組
合
関
係
施
設
は

県
内
初
。
循
環
型
社
会
構
築
を
目
指

し
て
、
分
別
回
収
か
ら
再
生
品
の
製

造
、
出
荷
ま
で
を
一
環
し
た
シ
ス
テ

め
、十
四
企
業
・
組
合
で
二
十
一
人

が
参
加
し
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、英
国
日
本
大
使
館
・

ミ
ル
ト
ン
キ
ー
ン
ズ
工
業
団
地
・
英
国
の

中
小
企
業
者
と
の
懇
談
会
の
開
催
。ノ

ル
ウ
ェ
ー
で
は
オ
ス
ロ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
の

視
察
・ニ
ト
ラ
社
の
ク
ラ
フ
ト
オ
ー
ナ
ー

の
講
演
会
な
ど
が
主
な
日
程
で
あ
る
。

　

詳
細
は
、本
紙
八
月
号
及
び
組
合

活
性
化
情
報
に
掲
載
予
定
。

　

世
紀
の
街
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
G

21

岐
阜
駅
高
架
下
に
複
合
商
業
施
設

清
掃
組
合
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

組
合
士
協
会
の
通
常
総
会

　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士
協
会

は
六
月
十
三
日
、大
垣
共
立
銀
行
岐

阜
支
店
で『
第　

回
通
常
総
会
』を

23

開
催
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
は
、組
合
士
に
求

め
ら
れ
る
高
度
な
専
門
知
識
と
時

代
の
変
化
に
即
し
た
応
用
能
力
の
向

上
を
課
題
に
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

　

研
修
会
等
を
年
三
回
開
催
し
、組

合
士
受
験
者
対
象
の
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
。先
進
地
視
察
研
修
は
会
員
所
属

組
合
等
の
視
察
を
行
う
な
ど
、各
種

事
業
を
実
施
す
る
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、本
年
度
初
の

事
業
と
し
て
共
立
総
合
研
究
所
調

査
部
の
古
田
千
尋
副
部
長
を
講
師

に
招
き
、「
最
近
の
経
済
情
勢
に
つ
い

て
」を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
た
。

ム
、
本
格
稼
働
は
八
月
以
降
と
な
る
。

　

施
設
は
、
約
一
万
三
千
二
百
�
の

敷
地
に
、
工
場
、
倉
庫
、
研
究
棟
な

ど
延
べ
四
千
百
二
十
五
�
が
建
ち
、

テ
ス
ト
段
階
で
の
処
理
能
力
は
一

時
間
に
つ
き
五
百
か
ら
六
百
�
の

能
力
を
持
つ
。

　

再
生
品
は
、
疑
木
や
レ
ン
ガ
、
車

止
め
、
地
下
電
線
管
な
ど
に
製
品
化

す
る
。

Ｉ
Ｔ
革
命
の
現
状
を
視
察

欧
州
産
業
視
察
団
を
派
遣

時
代
に
即
応
す
る
組
合
士
を

県
中
小
企
業
組
合
士
協
会
の
総
会
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中
央
会
の
岐
阜
県
建
設
関
連
業

団
体
部
会
は
六
月
九
日
、
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
で
『
第　

回
定
会
』
を
開

23

催
し
た
。

　

定
会
で
は
、
戸
島
一
博
部
会
長
が

議
長
を
務
め
、
①
平
成
十
一
年
度
事

業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
案
"

平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
案
②
会
員
の
会
費
賦
課
及

び
そ
の
納
入
方
法
案
③
取
引
金
融

機
関
案－

の
四
議
案
に
つ
い
て
審

議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
の
重
点
事
業
は
、

①
研
究
懇
談
会
＝
部
会
員
の
抱
え

　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
は
六

月
九
日
、岐
阜
市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で『
第　

回
通
常
総

2４

会
』を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
①
平
成
十
一
年
度
事

業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
案
②

平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
案
③
会
費
賦
課
基
準
及
び

そ
の
納
入
方
法
案
④
取
引
金
融
機

関
案
⑤
役
員
改
選－

の
五
議
案
を

審
議
し
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
た
。

　

平
成
十
二
年
度
の
重
点
事
業
は
、

　

社
団
法
人
岐
阜
県
電
機
工
業
会

は
六
月
三
十
日
か
ら
二
日
間
、『
第

　

回
通
常
総
会
』の
開
催
と『
企
業

22視
察
』兼
ね
て
滋
賀
県
・
兵
庫
県
の

企
業
視
察
を
行
っ
た
。

官
公
需
確
保
の
た
め
事
業
展
開

建
設
関
連
業
団
体
部
会
の
定
会

　

企
業
視
察
は
、滋
賀
県
の
叶
匠
寿

庵
・
寿
長
生
の
郷
及
び
兵
庫
県
の
サ

ン
ト
リ
ー　

山
崎
蒸
溜
所
の
二
カ

（株）

所
を
視
察
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
参
加
で
県
産
品
Ｐ
Ｒ

食
産
協
・
第　

回
通
常
総
会

24

る
官
公
需
確
保
等
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
研
究
懇
談
会
を
開
催

②
調
査
研
究
＝
公
共
工
事
に
関
す

る
研
修
会
等
の
開
催
及
び
中
央
会

が
行
う
研
究
会
等
に
参
加
③
情
報

提
供
＝
建
設
関
連
業
界
の
情
報
収

集
及
び
提
供
④
建
議
・
陳
情
・
請
願

＝
官
公
需
確
保
の
た
め
関
係
方
面

へ
の
建
議
・
陳
情
・
請
願
を
行
う－

な
ど
を
中
心
に
事
業
を
実
施
す
る
。

予
算
規
模
は
、
約
百
二
十
八
万
円
。

総
会
と
企
業
視
察
を
同
時
開
催

　

岐
阜
県
電
機
工
事
業
会

（社）

建
設
関
連
業
団
体
部
会
の
定
会

食
産
協
・
通
常
総
会

情
産
協
・
通
常
総
会

平
成　

年
度
決
算
総
会
を
開
催

11

　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

（社）

　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
は
六

（社）
月
二
十
三
日
、
長
良
川
ホ
テ
ル
で

『
平
成
十
二
年
度
第
１
回
通
常
総

会
』
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
総
会
は
、
平
成
十
一
年
度

の
決
算
総
会
で
①
事
業
報
告
書
案

②
収
支
決
算
書
案
③
正
味
財
産
増

①
食
品
関
連
の
法
令
・
規
制
に
関
す

る
情
報
の
収
集
並
び
に
提
供
②
人
材

養
成
・
確
保
事
業（
研
修
会
・
講
習

会
）へ
の
支
援
③
市
場
開
拓
の
促
進

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
四
点

を
中
心
に
事
業
展
開
し
て
い
く
。予

算
規
模
は
七
百
八
十
四
万
円
。

　

役
員
改
選
に
あ
た
り
、次
の
役
員
が

選
ば
れ
た
。

　

▽
会
長
＝
安
江
政
弘
▽
副
会
長

＝
後
藤　

明
、老
田
正
夫
、沢
田
幹

夫
、伊
藤
信
行
、▽
理
事
＝
竹
中
誠

一
ほ
か
十
一
人
、▽
監
事
＝
森　

信

男
ほ
か
一
人

減
計
算
書
・
貸
借
対
照
表
・
財
産
目

録
案
の
三
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認

し
た
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
①
情
報

産
業
関
係
施
策
等
の
情
報
提
供
②

情
報
処
理
技
術
者
の
育
成
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
。

電
機
工
業
会
・
企
業
視
察  　

サ
ン
ト
リ
ー
に
て

（株）
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〈
六
月
中
〉

２
日　

岐
阜
県
公
害
防
止
協
会
・
通

常
総
会（
県
庁
大
会
議
室
）

７
日　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
調

整
会
議（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

８
日　

岐
阜
県
清
掃
事
業
協
同
組

合
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
竣
工

式（
同
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部

会
・
定
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
・
通

常
総
会（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

欧
州
産
業
視
察
・
結
団
式

12（
サ
ン
ピ
ア
岐
阜
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
組
合
士

13
協
会
・
通
常
総
会（
大
垣
共
立
銀

タ
ー
・
理
事
会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
）

　
　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・
理
事
会

（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
研
究
開
発
財
団
・
理

21
事
会（
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）

　

日　

中
央
会
・
理
事
会（
未
来
会

22
館
）

　
　

岐
阜
県
広
報
セ
ン
タ
ー
・
理
事

会（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
・
通

23
常
総
会（
長
良
川
ホ
テ
ル
）

　
　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
・

運
営
小
委
員
会（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日  
岐
阜
県
電
機
工
業
会
・
通
常

30
総
会
及
び
視
察
研
修（
兵
庫
県
他
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

行
・
岐
阜
支
店
）

　
　

岐
阜
県
職
業
能
力
開
発
協
会
・

通
常
総
会（
ぎ
ふ
長
良
川
ハ
イ
ツ
）

　

日　

岐
阜
県
地
域
情
報
化
産
業

15
懇
話
会
・
通
常
総
会（
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
）

　
　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修
会（
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
）

　

日  
中
小
企
業
組
合
士
全
国
交
流

16
会（
東
京
）

　
　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン

中
央
会
の
会
費
納
入
の
お
願
い

　
　

岐
阜
県
雇
用
開
発
協
会
で
は
、

（社）
定
年
等
に
よ
り
退
職
が
予
定
さ
れ

て
い
る
方
々
を
対
象
に
、
退
職
後
の

生
活
の
大
き
な
変
化
に
円
滑
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
よ
り
充
実
し
た

活
力
あ
る
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
と
な
る
よ
う
必
要
な
心
構
え
や
、

知
識
・
情
報
な
ど
を
提
供
し
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
日

程
で
『
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

▽
九
月
十
四
日
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
、
長
良
川

ホ
テ
ル

　

▽
九
月
二
十
二
日
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
、
大
垣

フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル

　

参
加
費
は
一
人
七
千
円
（
経
費
一

万
四
千
円
の
内
、
七
千
円
は
同
協
会

が
補
助
）、　

詳
し
く
は
、　

岐
阜
県

（社）

雇
用
開
発
協
会（
�
〇
五
八－

二
七

二－

三
二
五
一
）
ま
で
。

②
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
事
業
主

に：

増
額
分
の
三
分
の
一
を
一
年

間－

助
成
し
ま
す
。

　

二
、掛
金
は
税
法
上
、全
額
損
金
・

必
要
経
費
と
し
て
「
非
課
税
」
に
な

り
ま
す
。

　

三
、
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や

転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま

す
。

  
四
、
退
職
金
は
一
時
払
い
に
よ
る

ほ
か
、
分
割
し
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

五
、
福
利
厚
生
施
設
設
置
資
金
の

融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

六
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
々
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
中
退
共
・
名
古

屋
相
談
コ
ー
ナ
ー（
�
〇
五
二－

六

八
一－

八
九
五
一
）、
岐
阜
県
労
働

雇
用
課
（
�
〇
五
八－

二
七
二－

一
一
一
一
）、
岐
阜
労
働
局
賃
金
室

（
�
〇
五
八－

二
四
五－

八
一
〇

四
）
ま
で
。

　

ま
た
は
、
中
央
会
・
調
査
労
働

チ
ー
ム
（
�
〇
五
八－

二
七
七－

一
一
〇
三
）
ま
で
。

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
共
）
は
、
退
職
金
制
度
を
持
つ
こ

と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援

助
で
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
職

金
の
支
払
い
を
目
的
に
作
ら
れ
た

国
の
制
度
で
す
。

　

制
度
の
特
色
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　

一
、
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。
①
新
た
に
加
入
す
る
事
業
主

に：

掛
金
の
三
分
の
一
を
二
年
間

生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
ご
案
内

主
催
・　

岐
阜
県
雇
用
開
発
協
会

（社）
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
勝
手
な
が
ら
振
込
依
頼
書

の
振
込
金
受
取
書
を
も
っ
て
領
収
に

代
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
領
収

書
を
必
要
と
さ
れ
ま
す
と
き
は
、
改

め
て
本
会
発
行
の
領
収
書
を
送
付
い

た
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、中
央
会
・
管
理
調

整
チ
ー
ム
（
�
〇
五
八－
二
七
七－

一
一
〇
〇
）ま
で
。

　

中
央
会
で
は
『
第　

回
通
常
総

45

会
』
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
ご
承
認
い

た
だ
い
た
平
成
十
二
年
度
会
費
を
岐

団
中
第
三
八
八
号
の
七
月
四
日
付

け
の
文
書
に
て
、
会
費
の
請
求
書
を

お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
、
誠
に
恐

縮
に
存
じ
ま
す
が
九
月
末
日
ま
で
に

納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
共
で

中
小
企
業
退
職
金
制
度
の
ご
案
内
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ホワイトカラー層のキャリア・アップを支援する教育訓練システム�

ビ ジ ネ ス ・ キ ャ リ ア 制 度 �
　ビジネス・キャリア制度は、ホワイトカラー層を中心とする労働者が担当職務を適切に遂行するために必要とな�
る専門的知識・能力を体系的・段階的に習得することを目的として、平成５年度に労働省が創設した学習システム�
です。制度の仕組みは下図のⅠ～Ⅲを柱としています。�

平成１２年度 ビジネス・キャリア制度修了認定試験�
　修了認定試験は習得した知識・能力を客観的に判断・評価することができます。一定の基準に到達された方には、�
中央職業能力開発協会会長が「ビジネス・キャリア制度修了認定書」を発行します。�

●前期試験日：平成１２年１０月７日（土）・８日（日）�
●後期試験日：平成１３年 ３月１０日（土）・１１日（日）�

●受験申請受付：平成１２年８月１４日（月）～２５日（金）�

●受験申請受付：平成１３年１月１５日（月）～２６日（金）�

試 験 実 施 分 野（ 1 6 3 ユ ニット ）�
◆人事・労務・能力開発分野　◆経理・財務分野　◆営業・マーケティング分野�
◆生産管理分野　◆法務・総務分野　◆広報・広告分野　◆物流管理分野�

◆情報・事務管理分野　◆経営企画分野　◆国際業務分野�

■受験資格　　修了認定試験は、次のいずれかに該当する方が受験できます。�
　　　　　　　（1）認定教育訓練受講修了者�
　　　　　　　　 受験希望のユニットに対応するビジネス・キャリア制度に基づく労働大臣認定教育訓練の受講を修了した方�
　　　　　　　（2）実務経験者�
　　　　　　　　 受験希望のユニットに関連のある実務経験（初級ユニットは３年以上、中級ユニットは５年以上）を有する方�
�
■試験方法　　修了認定試験は、ユニットごとに定められている教育内容等の基準に関し、ユニットごとに筆記試験（多肢選択、�
　　　　　　マークシート方式）で行います。試験時間及び試験問題数は各ユニットによって異なりますが、２５問９０分又は�
　　　　　　４０問１２０分が標準です。�
�
■手数料　　　１ユニット当たり２,０００円（消費税込み）�
�
■受験申請　　申請書に添付の振込用紙を用いて、受験希望のユニット数に相当する手数料を郵便局から振込後、受験申請書を�
　　　　　　受付期間内に当協会に持参または郵送により提出して下さい。受験申請書類は当協会で配布いたします。�

資料請求・お問い合わせ先／�岐阜県職業能力開発協会�
〒502-0841　岐阜市学園町２丁目３３番地　TEL０５８-２３３-４７７７　FAX０５８-２３３-３４４９�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�～～
～～
～～
～�

～～
～～
～～
～�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�～～
～～
�

～～
～～
� ～～～～～～～～～～～～～～�

～～～～～～～～～～～～～～�～～
～～
�

～～
～～
�

個
　
人�

公
　
表�

企
　
業�

習得目標の確認�

ホワイトカラーの職務遂行に必�
要な専門的知識・能力を体系化�

能力開発マトリックス・認定基準�
（学習内容）�

Ⅰ�

ビジネススクールや企業�
等による認定講座の実施�

認定講座�

Ⅱ�
学習成果を確認するため�
の修了認定試験の実施�

修了認定試験�

学習成果の確認�

認定�

労働大臣による�試験の実施�

Ⅲ�

職務基準等の見直し・整備�
社員の習得目標の設定等�

申
請�

講
座
の
受
講�

キ
ャ
リ
ア
の
証
明�

講
座
の
認
定�

● 自己啓発して、職務の遂行に必要な�
　知識・能力を身につけたい�
● 自分の能力を客観的に証明したい�

● OJTやジョブローテーションだけでなく、�
　O f f -J T と自己啓発の組み合わせで段階�
　的、体系的に能力開発を行いたい�
● 自社の職務基準を見直し、社員に職務遂行�
　に必要な専門知識・能力の習得目標を示して�
　計画的な能力開発を進めたい�
�


